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１．１ 人流・交通流ビッグデータによる街づくりの背景 

3 

都市活動に伴う、広域・屋内の人流・交通流をビッグデータとして収集・分析 
交通・観光・流通・都市計画などの利用拡大による都市の活性化を支援 

業務の改善、新規事業の創生 ⇒ 都市の活性化の実現 

公共交通の利用拡大 
交通ネットワークの充実 

交通（旅客、貨物）事業者 

集客力の向上 
街区価値の向上 
流通・外食、都市・不動産、 
観光・レジャー事業者 

データ活用・改善 

都市の人流・交通流ビッグデータ 

住む人 

催し 

回遊 
購買 

来る人 
できごと 
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人流・交通流分析 

国土地図 施設情報 
交通ｾﾝｻｽ 
（VICS, PT） 

IC  

統合交通ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

屋内 屋外 

利便性・効率性 収益性・経済性 安全性・安心性 

人流交通流 

業務 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
（一例） 

めざす価値 

データ 
蓄積・分析 

人流・交通流 
データ 

１．２ 人流・交通流を利活用する都市ＯＳの概念 

オープン 
データ 

人口統計 
社会調査 
など 

レーザ 
カメラ 

ＩＣ 
カード 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ 
プローブ 

分析・シミュレーション 

生活者属性分析 

バス/BRT 
運行情報 

地下鉄 
運行情報 

鉄道  
運行情報 

タクシｰ 
プローブ 

通信会社
データ 

都市ＯＳ 

•商圏分析 
•来訪者行動 

•路線最適化 
•統合型ナビ 

鉄道・交通 観光・商業 都市・住宅 防災・防犯 

•渋滞解消 
•都市再開発 

・避難計画 
・道路閉塞 

4 PT: Person Trip    VICS: Vehicle Information and Communication System 



© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 5 

都市 

店舗  

買いまわり状況 
の現状把握 

施設全体の評価・ 
改善への活用 

集客力など 
エリアの評価 

人を中心とした 
スマートシティの実現 

施設に来場される 
お客さまの傾向把握 

交通手段の 
需給状況の確認 

交通インフラ整備 
の計画立案 

IC  

Webカメラ 

WiFi 

基地局 

GPS 

スマホ・プローブ 

カー・プローブ 

レーザ・センサ 

交通ICカード 

iBeacon 

施設 

広告効果の測定・ 
効果向上 

 店舗内から都市広域まで、さまざまな規模
で活用への期待が高まっている。 

１．３ 屋内から広域都市での人流・交通流利活用ニーズ 
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１．４  人流ビッグデータ利活用の具体例（国内） 

No. 分類 名称 概要 

1 観光 

広域人流 
自治体向け観光動態
調査レポート （KDDI) 

スマートフォンユーザーから、KDDIが同意

の上取得し、かつ匿名化された位置情報
データにより観光客の移動動態を分析。 

2 一般 

広域人流 
モバイル空間統計
（NTTドコモ） 

ドコモの携帯電話ネットワークのしくみを利
用して作成される人口統計情報を提供す
るサービス。 

3 一般 

広域人流 

 

流動人口推定データ
（Agoop） 

時系列（時間帯別・曜日別・季節別）に推
定した流動人口推定データの提供。ポイン
トデータ提供もあり。 

4 小売 

広域人流 

 

顧客動態データ分析
Draffic（電通、ゼンリン
データコム） 

利用者から許諾を得て取得した位置情報
を分析し顧客動態データ・分析サービス。 

5 小売 

屋内人流 

店舗内購買行動分析 

(株式会社ミディ） 
３Dセンサを用いて、購買者の行動特性を

見える化。売り場、商品に関する顧客反応
分析。 
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No. 分類 名称 概要 

1 広告 

広域人流 

Precision Market 

Insights 

（Verizon Wireless） 

モバイルネットワークからの属性別の位置
ログとアクセスログを活用し、屋外広告、
ショッピングモールの顧客の特性分析。 

2 交通 

広域人流 

都市交通分析 

（AT&T Labs） 
携帯電話の通信記録（47.5万台）を利用

し、人口分布や市内中心部への流入交通
量等を推計。 

3 小売 

屋内人流 
店舗内購買行動分析
（RetailNext、北米） 

顧客の店内動線および購買傾向（POS使

用）をレーザセンサ、ＷＩＦＩ等のデバイスを
活用し、見える化・分析。 

4 小売 

屋内人流 
店舗内購買行動分析
（Shopperception、北米） 

店舗内のカメラや３Dセンサによる分析を

用いて、店舗内棚前の人間購買行動を分
析。購買促進を支援。 

5 交通 

屋内人流 
コペンハーゲン空港の
オペレーションを効率
化（CISCO、欧州） 

WIFI位置情報を用いて、空港利用客の流

れを追跡。保安担当者や空港職員など、
適切な人員配置を決定。 

１．５ 人流ビッグデータ利活用の具体例（海外） 

WiFi: Wireless Fidelity 
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２． 街づくりの事例紹介 

8 
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２．１ 人流・交通流分析に係る日立の技術的取組み 

9 

 カメラ画像による交通流分析やプローブカー分析に早くから着手 
 スマートフォン、乗降履歴、レーザなど複数センサによる組み合せ分析に取り組み中 

移動体 
プローブ 

２０００年 ２０１０年 

屋内人流分析(WiFi, BLE, レーザレーダ) 
経路・滞留・主動線抽出 

公共交通乗降履歴分析 
経路・主動線抽出  

プローブパーソン分析 
トリップ・主動線抽出、移動手段判別 

画像・映像分析(CCTV、画像トラカン) 
人物・性別・年齢識別、車両・車番・速度識別、類似画像識別 

プローブカー分析(GPS) 
渋滞検出、到着時間予測 

人流 

交通流 

設置型 
センサ 

測定 
データ 
の 

組合せ 
分析 

WiFi: Wireless Fidelity  GPS：Global Positioning System   
BLE: Bluetooth Low Energy  CCTV:  Closed-Circuit Television 
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２．２ 事例１：スマートフォン・プローブによる広域人流分析 

10 

 福岡都市圏において、福岡地域戦略推進協議会と連携し実証実験を実施 
 スマートフォン200台のプローブデータ（位置・加速度）から移動手段を自動で識別 

 バス・自動車・バイク・歩行を識別。今後、鉄道・自転車の識別を予定 

 位置情報が取得できない地下鉄の情報を実験用交通系ICカードから取得 

バス 

モダリティ分析 

・GPS位置データ 
・加速度データ 

路線図 
時刻表 

自動車 

バイク 

歩行 
本内容は、福岡地域戦略推進協議会の会員活動の一環として、 
弊社が協力して実施した社会実証の成果を活用しています。 

IC  
地下鉄 

加速度データ 

ＩＣデータ利用履歴 



スマートフォン・プローブの事例 動画をご覧ください 

11 
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バス 
乗降履歴 

２．３ 事例２：乗降履歴による都市交通シミュレーション 

12 

 鉄道･バス等の乗降履歴情報に基づいて、都市交通のシミュレーションを実施。 
 乗降履歴データから公共交通路線網内での、人の移動経路を予測 

 公共交通の運行情報と連携し、車両の搭乗者数予測や、駅での利用者需要を予測 

路線図 
時刻表 

鉄道 
乗降履歴 

移動経路分析 

駅需要分析 

搭乗者数分析 

公共交通 
利用分析 鉄道運行情報 

・搭乗者数予測 

バス運行情報 
・搭乗者数予測 

駅需要情報 
 ・需要予測 
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２．４ 事例２： 乗降履歴による公共交通経路判定 

13 

 全ての乗降履歴に対し、時刻表を用いて実利用した経路を推定 
 事故で鉄道が止まったら、バスを含めた迂回経路を高速に計算し、誘導 

入出場ペアに対してどの路線
を経由したか予測を行う。 

経路情報付きの移動ログの作成 

A駅 09-14 9:00 C駅 09-14 9:30 X線⇒Y線 

迂回経路の計算 

C駅 A駅 

B駅 

X線 

Y線 

不通区間 

バスによる迂回路 

本来の経路 
B駅 

C駅 A駅 



選択するのは 
天神と博多 

14 

動画をご覧ください 
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３. 九大ＣＯＩの成果： 
   
  都市ＯＳ向け 
  人流・交通流ビッグデータ分析基盤の試作 

15 
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都市内の人口流動を分析し、地図とグラフで 「見える化」 して各種事業者を支援 

人から交通まで、流動を「見る」技術 

複数の流動情報を組合せて統計分析。人の滞
留場所や、流れパターン等人間行動分析が可能 

回遊や滞留等、行動を「分析する」技術 

流動情報や分析結果を地図やグラフで「見える
化」して、直感的理解を促進 

地図とグラフで、「理解する」技術 

。 
本内容は、福岡地域戦略推進協議会 会員としての弊社活動成果を含んでいます。 

スマートフォンから、施設設置型のレーザ・

センサまで、場所に応じた流動観測を実現 

流通 交通 

観光 不動産・ 
都市開発 

•店舗「場力」把握 
・購買転換率の把握 
 

•利用率把握と運行
最適化 
•ダイヤ・路線を評価 
 

•回遊経路把握 
•イベント効果測定 

•開発時の流動分析 
•ビル管理コスト最適化 

乗車率  
高 

３．１ 人流・交通流ビッグデータ分析基盤の概要 

16 

都市ＯＳ 
ダッシュボード 

購買転換率 

Ｘ 

関西 

鹿児島 

福岡 

熊本 

ＯｐｅｎＳｔｒｅｅｔＭａｐ 



© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 

Open Street Map Webブラウザ 

３．２ システム構成イメージ 

17 

広域人流 
表示API 

Web Server 

GeoMation(Web Map Engine) 

北部九州 
PT 

地理空間情報システム（GeoMationサーバ） 

リレーショナルデータベース（PostgreSQL） 

広域行動 
分析API 

屋内人流
データ 

背景地図 

データ 
分析・変換 

屋内人流 
表示API 

P-SEN 
データ 

地図ビューワ 
(Cesium) 

構内図
データ 

空間情報クラウド 

○ 九大アマゾンクラウド上に構築 
○地理空間情報システムGeoMation 
   により、時空間データの管理支援 
○時空間データビューアCESIUM 
  (オープンソース)活用 
○背景地図はOpenStreetMap活用 
  （フリーの地理情報データ） 

システムの特長 
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３．３ 今回試作した基盤のコンテンツリスト 
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No 項目 データ保有者 

1 背景地図 OpenStreetMap(OSM) 

2 キャンパス人流（P-SENデータ） 九大 

3 伊都キャンパス構内図(CAD) 九大 

4 北部九州圏パーソントリップデータ 東大 

今回実装済みコンテンツ 

No 項目 データ保有者 

1 Fukuoka City Wi-Fi 福岡市 

2 道路ネットワーク 日本デジタル道路地図協会、MAPPLE等 

3 鉄道ネットワーク 駅データ.jp、国土数値情報等 

4 地下鉄ネットワーク 駅データ.jp、国土数値情報等 

5 バスネットワーク バス事業者 

6 公共交通時刻表（鉄道、バス） 鉄道事業者、バス事業者 

7 人口(国勢調査) 総務省、地方自治体等 

8 交通センサス 国交省 

9 カープローブ 自動車会社 

今後必要となるコンテンツ 
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３．４ 北部九州圏パーソントリップデータの概要  
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東京大学「人の流れプロジェクト」活用 
 自治体パーソントリップデータをもとに、 

  一人一人の移動経路を特定し時系列データ作成 

 属性：年齢、職業、移動目的、住所ゾーン他 

 24時間1分ごと 

 交通手段 
赤点：徒歩、黄点：自転車、青点：鉄道、 

緑点：自家用車、紫点：バス、タクシー 

■ 11:42 (Lat, Lon) 
■ 11:43 (Lat, Lon) 
■ 11:44 (Lat, Lon) 
■ 11:45 (Lat, Lon) 
■ 11:46 (Lat, Lon) 
■ 11:47 (Lat, Lon) 
■ 11:48 (Lat, Lon) 
■ 11:49 (Lat, Lon) 
■ 11:50 (Lat, Lon) 

出発点11:42 

到着点11:50 

経路特定 

時空間内挿 

・道路・鉄道ネットワーク 
 （デジタル道路地図DRM） 
・鉄道経路所要時間 
 データベース 

【出典】東京大学CSIS「人の流れプロジェクト」 
DRM: Digital Road Map   Lat: latitude  Lon: longitude 
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 福岡市の博多地区と天神地区を対象に滞在者数、出発地や利用交通機関等を分析。 
 移動手段は、鉄道、バス、自動車、徒歩など。 

３．５ 画面イメージ： 広域人流行動分析のサンプル 
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 伊都キャンパス内（センターゾーン）の人流（P-SENデータ）を時系列に表示。 
 キャンパス内の建物フロアＣＡＤ図面とのシームレス表示 

３．６ 画面イメージ： キャンパス内人流表示 

センターゾーン
の人流 

建物フロアＣＡＤ図面の 
シームレス表示 
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動画をご覧ください 
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４. まとめ 

23 
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４．１ 人流・交通流の利活用の可能性について 

No. 分類 利活用例 概要 

1 交通分野 都市人口 
流動分析（広域） 

主要地域の流入・流出分析（性別・年齢・住所・交
通手段他） 

2 公共交通 
最適配置（広域） 

平日・休日の公共交通利用分析に基づく交通ネッ
トワーク・ダイヤ最適化 

3 駅構内 
行動分析（屋内） 

駅構内の利用者行動分析。改札やホームの混雑
度分析 

4 観光・ 
流通 

観光客 
動向分析（広域） 

観光地訪問の行動パターン分析（移動経路、宿
泊地、宿泊日数他）。 

5 郊外店舗 
来客分析（広域） 

来客の移動経路、交通手段、住所、頻度他。 

競合店舗分析。 

6 商業施設内顧客
行動分析（屋内） 

店舗内顧客行動分析。立ち寄り店舗分析。 

ＰＯＳデータ連携。 

7 都市開発 再開発地域人口
流動分析（広域） 

再開発候補地の人口流動分析。 
開発後の周辺エリアへの影響分析 

8 災害時道路閉塞
分析（広域） 

災害発生時、通行できない道路や橋などを分析 

9 屋内避難誘導 
支援（屋内） 

建物内の人流分析により、災害発生時の被害誘
導を検討 
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４．２ むすび 

社会イノベーション事業で世界に応える日立へ 

ＳＯＣＩＡＬ ＩＮＮＯＶＡＴＩＯＮ – ＩＴ’Ｓ ＯＵＲ ＦＵＴＵＲＥ 

「ＩＴ」×「社会インフラ」 

エネルギー 都市 交通 ヘルスケア 

水・資源 ロジスティクス 金融 ビッグデータ（IT） 
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END 
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